8-4-6　河川計画専門委員会

1．河川計画専門委員会の予算

予算：3,200,000円（実施：120万円）

2．主な活動の記録

(1)委員会の開催

委員会開催回数：9回

(2)河川講習会の実施

今期、第15回を迎える河川講習会を実施した。講習会のテーマは「安全、安心、潤いのための河川技術」である。

講習会の内容は、①貯水池土砂管理と河川環境、②これからの河川維持管理の展開、③河川環境管理と技術についてである。

　　a)開催日時と場所

　　　①大阪会場

・2006年11月28日（火）

・場所：新梅田研修センター

②東京会場

・2006年12月 4日（月）

・場所：虎ノ門パストラル
b)講演テーマと講演者
①貯水池土砂管理と河川環境
京都大学　大学院　角助教授

②河川環境管理と技術

国土交通省河川局治水課都市河川室
清水室長
　国土交通省河川局治水課
竹島企画専門官

③河川関係調査の最近の動向

　国土交通省河川局環境課

小俣河川環境保全調整官

田中課長補佐
今回も、一次申し込み数が会場収容予定を超過する勢いであったが、出席者は大阪133名、東京95名、合計228名であった。

(3)現地見学会（鶴見川流域）

　　　河川計画専門委員会の委員を対象に現地見学会を実施した（参加者18名）。

　　a)開催日時と場所

　　　・2006年11月8日（水）

・場所：鶴見川流域

b)見学場所

・恩廻公園調節池（地下調節池）ほか5調節地

・鶴見川多目的遊水池、鶴見川流域センター

・新羽地区堤防浸透対策、生麦地区河川改修、佃野防災拠点

　　見学に当たっては、京浜河川事務所および神奈川県川崎治水事務所の方々に、資料の提供と説明ならびに施設案内等をしていただいた。

　　今回2回目の開催である。今後はこれまでの成果を活かし、テーマ等を充実させ、参加者を委員および会員各社に拡大し実施する予定である。

(4)RCCM教材用の更新資料作成

RCCM教材の更新資料として「河川砂防技術基準計画編の改定について」と「美しい山河を守る災害復旧基本方針（ガイドライン）の改定について」のパワーポイント資料を作成した。平成19年度以降の更新講習への活用に向けて、今後CD-ROM化を行う。

(5)JRRNとの連携について

ARRN（アジア河川・流域再生ネットワーク）の日本支部的な役割を持つJRRN（日本河川・流域再生ネットワーク）の事務局である（財）リバーフロント整備センター技術普及部と、今後の河川や流域の再生について情報の共有や連携についての検討を開始した。

(6)国土交通省治水課との意見交換会

　　2007年3月22日（木）に、国土交通省河川局治水課と河川関係の技術基準、設計基準、手引き等に関する意見交換会（河川構造専門委員会と合同）を実施した。今後も新しい基準の説明会等を開催するなど、意見交換やさまざまな情報交換を実施していく。

3．次年度の活動について

今年度の活動を継続実施する。　
（河川計画専門委員会委員長 中村 哲己）











